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都
農
業
会
議
は
４
月
16
日
、
東

京
都
に
「
令
和
４
年
度
東
京
都
農

業
施
策
に
関
す
る
意
見
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
は
都
内
の
各
農
業
委

員
会
か
ら
出
さ
れ
た
都
へ
の
要
望

事
項
を
集
約
し
、
３
月
17
日
に
開

い
た
農
業
会
議
の
第
１
２
８
回
通

常
総
会
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　

意
見
の
な
か
で
は
、
担
い
手
に

対
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
認
定
農

業
者
や
認
定
新
規
就
農
者
に
対
す

る
支
援
の
強
化
を
は
じ
め
、
後
継

者
確
保
対
策
の
強
化
な
ど
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
に
つ
い
て
は
、
都
市

農
地
を
保
全
す
る
た
め
の
取
組

や
、
農
業
振
興
地
域
に
対
す
る
都

独
自
の
支
援
策
、
島
し
ょ
農
業
に

対
す
る
支
援
の
強
化
な
ど
を
提
起

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
強
い
農
業
の

構
築
に
向
け
た
支
援
や
、
環
境
保

全
型
農
業
の
取
組
へ
の
支
援
、
食

農
教
育
の
推
進
、
有
害
鳥
獣
対
策

の
強
化
な
ど
東
京
農
業
が
抱
え
る

課
題
を
踏
ま
え
た
幅
広
い
内
容
を

含
む
意
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
農
業
会
議
の
正
副
会
長
と
都

内
各
地
区
の
農
業
委
員
会
連
合

会
・
協
議
会
の
代
表
か
ら
意
見
書

を
受
け
取
っ
た
都
産
業
労
働
局
の

山
田
農
林
水
産
部
長
は
「
皆
さ
ん

か
ら
の
声
を
受
け
取
っ
て
、
し
っ

か
り
施
策
を
考
え
て
い
く
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
（
一
社
）
農

業
会
議
の
体
制
は
次
の
と
お
り

で
す
。

会　

長　
　

 

青
山　

佾
や
す
し

副
会
長　
　

 

吉
川 

庄
衞

副
会
長　
　

 
城
田 

恆
良

専
務
理
事　

 
角
田 

由
理
子

事
務
局
長　

 

相
原 
宏
次

事
務
局
次
長 

松
澤 
龍
人

◆
総
務
部

部
長
＝
田
中
誠
◇
主
任
＝
森
淳

子
〈
兼
務
〉
◇
主
任
＝
小
嶋
俊

洋
◇
事
務
局
ク
ラ
ー
ク
＝
板
谷

敦
子
◇
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
＝
井
上
喜
代
子　

宇
佐
美
寿

子　

東
川
昭
子

◆
業
務
部

部
長
＝
松
澤
龍
人
◇
主
査
＝
村

田
好
光
（
新
任
）
◇
主
任
＝
森

淳
子
◇
主
任
＝
小
嶋
俊
洋〈
兼
務
〉

◇
主
任
＝
飯
田
淳
二
◇
主
事
＝

金
井
望
◇
主
事
＝
太
田
聡
一
郎

◇
地
域
振
興
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
＝

杉
村
勝
◇
農
地
中
間
管
理
事
業

専
門
員
＝
高
橋
晋
一
◇
農
地
中

間
管
理
事
業
推
進
員
＝
板
橋
久

夫　

◇
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
＝
徳
野
れ
い　

高
橋
佳
恵

度
の
周
知
や
担
い
手
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
９
月
１
日
か
ら
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
が
施
行
さ

れ
、
生
産
緑
地
の
実
質
的
な
貸
借

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
法
施
行

か
ら
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
に
28

区
市
で
１
１
０
件
、
約
22 

ha
の
生

産
緑
地
の
貸
借
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
市
民
農
園
は
23
区
市
で
65
農

園
の
開
設
・
約
９
・
５
ha
）。

　

市

街

化

区

域

以

外

で

は

２
０
２
０
年
４
月
１
日
よ
り
農
地

中
間
管
理
事
業
の
対
象
地
域
が
全

地
域
に
拡
が
り
ま
し
た
。
令
和
２

年
に
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
よ
り
約
38
・
２
ha
が
、
農

地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
貸
借
が

約
４
・
６
ha
行
わ
れ
、
農
業
委
員

会
を
主
体
に
農
地
の
流
動
化
が
は

か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
は
、
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
が
山
場
を
迎
え
、
よ

り
一
層
の
制
度
周
知
と
農
地
の
利

用
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

都
内
の
農
業
委
員

会
で
は
、
農
地
利
用

の
促
進
に
向
け
て
、

農
地
利
用
状
況
調
査

を
は
じ
め
新
た
な
制

山田農林水産部長に意見書を手渡す
青山会長 (左から３人目）

東

京

都

に

意

見

提

出

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
が
新
体
制
と
な
り
ま
し
た

農
地
の
利
用
促
進
が
進
ん
で
い
ま
す

生
産
緑
地
で
は
法
施
行
後
約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
貸
借

あ　

ぜ　

み　

ち

　

新
茶
が
届
い
た
。
毎
年
会

合
の
手
土
産
に
配
っ
て
く
れ
る

友
人
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
去

年
に
続
い
て
郵
送
。
こ
ち
ら

か
ら
送
っ
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
も
着

い
た
よ
う
で
、
初
物
だ
と
言
っ

て
「
ワ
ク
チ
ン
ま
で
寿
命
が
延

び
た
か
な
」
と
互
い
に
メ
ー
ル

で
苦
笑
し
た
。
▼
江
戸
っ
子

は
初
物
好
き
。
初
夏
の
縁
起

物

”初
カ
ツ
オ

“
が
筆
頭
だ
。

「
初
物
75
日
（
長
生
き
す
る
）」

の
諺
は
、
五
行
思
想
で
季
節

を
５
つ
に
分
け
る
と
75
日
と
な

る
こ
と
か
ら
、
季
節
ご
と
に
初

物
を
食
べ
て
い
れ
ば
、
75
日
の

長
生
き
が
積
み
上
っ
て
、
即

ち
寿
命
は
永
遠
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。
▼
初
物
は
五
感
に
季

節
を
運
ん
で
く
れ
る
。眺
め
て
、

香
り
と
食
感
を
楽
し
ん
で
、
味

わ
っ
て
、
自
然
と
心
が
晴
れ
や

か
に
な
る
。
穏
や
か
な
笑
み
が

こ
ぼ
れ
る
。
季
節
を
愛
で
る

ゆ
と
り
。
こ
れ
が
長
生
き
の
素

な
の
だ
ろ
う
。
▼
旬
物
が
栄
養

価
の
高
い
身
体
、
体
力
の
源

だ
と
す
れ
ば
、
初
物
は
精
神
、

気
力
の
源
だ
。
変
異
ウ
イ
ル

ス
へ
の
不
安
や
引
き
こ
も
り
生

活
で
滅
入
り
が
ち
な
我
が
身

に
、
癒
し
と
安
ら
ぎ
を
運
ん
で

く
れ
た
薫
り
高
い
新
茶
と
艶

や
か
な
ル
ビ
ー
色
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
に
感
謝
！

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
３
８
１
号　

令
和
３
年
５
月
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第
１
回
常
設
審
議
委
員
会

　

４
月
16
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南

新
宿
ビ
ル
に
て
開
催
。

　

①
農
地
転
用
許
可
の
状
況

報
告
、
②
農
地
中
間
管
理
権

の
取
得
等
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

　

①
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

事
業
要
綱
、
②
農
業
後
継
者

顕
彰
事
業
要
綱
、
③
東
京
都

農
作
物
生
産
状
況
調
査
の
実

施
、
④
組
織
・
活
動
検
討
委

員
会
の
開
催
な
ど
に
つ
い
て

決
定
し
た
。

　

東
京
都
か
ら
令
和
３
年
度

施
策
概
要
が
説
明
さ
れ
た
。

５
月
理
事
会

　

５
月
19
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
に

て
開
催
。
第
１
２
９
回
通
常
総

会
の
開
催
日
時
お
よ
び
場
所
を

決
定
し
、
提
出
議
案
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

第
２
回
常
設
審
議
委
員
会

　

理
事
会
に
続
い
て
開
催
。

　

農
地
法
諮
問
案
件
に
つ
い
て

許
可
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

農
地
転
用
許
可
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
、
農
地
中
間
管
理
権

の
取
得
等
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
、
農
林
関
係
税
制
改
正
要

望
を
決
定
し
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り

　

令
和
３
年
度
の
東
京
都
の

農
林
水
産
関
係
予
算
は
、
約

２
２
２
億
円
（
農
業
関
係
約

82
億
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
の
事
業
の
う
ち
新

規
予
算
、
内
容
の
拡
充
さ
れ
た

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。

●
生
産
緑
地
買
取
・
活
用
支
援

事
業

　

区
市
が
行
う
生
産
緑
地
買
取

り
を
支
援
（
補
助
率
１
／
２
以
内
）

す
る
と
と
も
に
、
本
補
助
事
業
を

利
用
し
て
購
入
し
た
生
産
緑
地

新
事
業
に
都
市
農
業
経
営
力
強
化
事
業
・

　

収
入
保
険
加
入
推
進
支
援
事
業

令
和
３
年
度
東
京
都
農
林
水
産
予
算

に
対
し
、
高
収
益
農
業
を
目
指

す
農
家
の
育
成
や
農
福
連
携
の

た
め
の
農
園
を
区
市
が
開
設
す

る
と
き
に
、
必
要
な
施
設
整
備

に
対
し
て
支
援
（
補
助
率
４
／

５
以
内
）
す
る
事
業
で
す
。

　

本
事
業
は(

公
財)

東
京
都

農
林
水
産
振
興
財
団
に
基
金
を

造
成
し
て
お
り
、
事
業
主
体
は

同
財
団
と
な
り
ま
す
。

●
都
市
農
業
経
営
力
強
化
事
業

（
新
規
）

　

都
市
農
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の

強
化
を
図
る
事
業
で
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
都
市
農
業

を
担
う
認
定
農
業
者
な
ど
の
意

欲
あ
る
経
営
体
に
対
し
て
、
効

率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
を

展
開
す
る
た
め
の
施
設
等
の
整

備
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

農
業
経
営
力
の
向
上
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
販
路
開
拓
を
図
る
と
と

も
に
、
都
市
農
地
の
保
全
及
び

多
面
的
機
能
の
さ
ら
な
る
発
揮

を
進
め
る
事
業
で
す
。

　

事
業
対
象
施
設
は
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
な
ど
の
生
産
施
設
や
流

通
・
販
売
施
設
、
農
畜
産
物
加

工
施
設
な
ど
で
、
事
業
実
施
主

体
は
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
認
定
農

業
者
等
で
す
。

　

事
業
費
１
億
円
以
上
は
国
庫

補
助
（
１
／
２
以
内
）
と
都
補

助(

１
／
４
以
内)

、
１
億
円
以

内
は
都
補
助
１
／
２
以
内
と
な

り
ま
す
。

●
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　

次
世
代
を
担
う
農
業
者
と
な

る
こ
と
を
志
向
す
る
者
に
就
農

前
の
研
修
を
後
押
し
す
る
資
金

(

準
備
型)

及
び
就
農
直
後
の
経

営
確
立
を
支
援
す
る
資
金(

経

営
開
始
型)

を
交
付
す
る
事
業

で
す
。

　

経
営
開
始
型
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
新
た
に
採
択
さ
れ
る
対

象
者
か
ら
定
額
交
付
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

　

東
京
農
業
の
担
い
手
を
確
保
・

育
成
す
る
た
め
に
都
内
へ
の
就

農
希
望
者
お
よ
び
都
内
の
農
業

者
を
対
象
と
し
て
、
就
農
検
討

期
か
ら
経
営
展
開
に
至
る
ま
で

の
各
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
研
修

等
を
実
施
す
る
事
業
で
す
。

●
八
王
子
研
修
農
場
事
業

　

東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

の
一
環
で
あ
り
、
新
た
に
農

業
へ
の
参
入
を
希
望
す
る
者
に

研
修
を
行
う
東
京
農
業
ア
カ
デ

ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場
を
運
営

す
る
も
の
で
す
。

●
収
入
保
険
加
入
推
進
支
援
事

業
（
新
規
）

　

自
然
災
害
や
新
た
な
感
染
症
、

価
格
の
低
迷
な
ど
農
業
経
営
を

行
う
上
で
の
多
く
の
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
公
的
保
険
制
度
と
し

て
で
き
た
「
収
入
保
険
」
の
加

入
促
進
の
た
め
の
事
業
で
す
。

　

東
京
都
農
業
共
済
組
合
が
事

業
主
体
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

保
険
に
新
規
加
入
す
る
農
業
者

に
保
険
料
の
一
部
が
助
成
さ
れ

ま
す
。
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都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
の

委
託
を
受
け
、
令
和
元
年
産
の

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、

調
査
対
象
者
各
位
は
も
と
よ
り
、

農
業
委
員
会
を
は
じ
め
区
市
町

村
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
よ
り
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
調
査
は
平
成
19
年
産
以
降
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
調
査
の

実
施
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
、
令
和
元
年
産
の
調
査

結
果
の
概
要
な
ど
を
報
告
し
ま

す
。

【
調
査
名
】

　

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調

査
（
令
和
元
年
産
）

【
調
査
対
象
期
間
】

　

令
和
元
年
１
月
～
12
月

【
調
査
対
象
区
市
町
村
】

　

49
区
市
町
村

（
農
地
の
あ
る
都
内
区
市
町
村 

※
北
区
を
除
く
）

【
調
査
対
象
者
】

　

農
業
経
営
面
積
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
家
。

【
対
象
作
物
】

　

野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
穀
類
・

工
芸
作
物
・
植
木
・
グ
ラ
ン
ド

カ
バ
ー

【
調
査
項
目
】

　

作
付
面
積
、
出
荷
量
（
花
き

な
ど
）
、
生
産
本
数
（
植
木
）
な

ど【
調
査
状
況
】

 
① 
調
査
対
象
者

　

１
万
２
千
０
２
２
戸

 

② 

調
査
回
収

　

８
千
５
１
７
戸
（
回
収
率
約

70
・
８
％
）

 

③ 

有
効
回
答

　

７
千
９
６
５
戸
（
有
効
回
答

率
約
93
・
５
％
）

【
調
査
結
果
概
要
】

　

東
京
都
全
体
・
地
区
別
・
区

市
町
村
ご
と

 

① 

農
業
産
出
額
＝
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載

 

② 

農
業
産
出
額
順
位
（
野
菜
・

果
樹
・
花
き
・
工
芸
作
物
の
み

対
象
）
＝
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

③ 

作
付
の
べ
面
積
＝
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載

 

④ 

平
成
23
年
産
～
令
和
元
年

産
の
東
京
都
の
農
業
産
出
額
順

位
上
位
５
品
目
お
よ
び
構
成
比

＝
以
下
に
掲
載

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
結
果
（
令
和
元
年
産
）
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令和３年５月３１日 東 京 都 農 業 会 議 情 報（5）　　第３８１号

３･

３
％
に
留
ま
り
、
「
借
り
る

意
向
は
無
い
」
が
60
・
１
％
を
占

め
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
設
問
に
つ
い
て

は
「
分
か
ら
な
い
。
ま
た
は
未
定
」

と
い
う
回
答
が
３･

７
％
、
さ
ら

に
何
も
選
択
し
な
か
っ
た
無
回
答

が
32
・
２
％
占
め
て
い
ま
す
。
都

市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
が
ま
だ
十

分
に
周
知
で
き
て
い
な
い
可
能
性

が
分
か
り
ま
し
た
。
（
図
３
参
照
）

　

生
産
緑
地
の
借
り
入
れ
を
考
え

て
い
る
農
家
に
借
り
入
れ
る
際
の

条
件
に
つ
い
て
複
数
の
選
択
肢
の

中
か
ら
複
数
回
答
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
「
自
分
の
住
居
や
所
有

す
る
農
地
か
ら
の
距
離
が
近
い
こ

と
」
が
76
・
３
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
多
か
っ
た
の
が
「
支
払
う

地
代
が
納
得
い
く
水
準
で
あ
る
こ

と
」
が
58
・
８
％
、
「
安
心
で
き

る
仲
介
者
（
区
市
、
農
業
委
員
会
・

Ｊ
Ａ
な
ど
）
が
い
る
こ
と
」
が

57
・
８
％
で
し
た
。
（
図
４
参
照
）

　

生
産
緑
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い

て
は
、
貸
す
側
も
借
り
る
側
も
「
安

心
」
と
い
う
の
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

都
農
業
会
議
は
都
か
ら
委
託
を

受
け
て
都
市
農
地
保
全
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
を
有
す
る
区
市
の
す

べ
て
の
農
家
を
対
象
に
「
都
市
農

地
の
貸
借
に
関
す
る
意
向
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
特
定
生
産
緑
地

制
度
や
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法

が
施
行
さ
れ
た
も
と
で
、
市
街
化

区
域
の
生
産
緑
地
の
貸
借
の
意
向

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　

本
調
査
で
は
主
に
市
街
化
区
域

に
農
地
を
持
つ
農
業
者
の
生
産
緑

地
を
貸
し
た
い
、
借
り
た
い
と
い

う
意
向
が
ど
の
程
度
あ
る
か
、
ま

た
そ
の
た
め
の
条
件
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
調

査
し
ま
し
た
。

　

有
効
回
答
は
６
３
６
４
件
で
し

た
。
所
有
し
て
い
る
生
産
緑
地
を

貸
し
出
す
意
向
が
あ
る
か
に
つ
い

て
聞
い
た
設
問
に
対
し
て
は
、「
貸

し
出
す
意
向
は
な
い
」
が
65
・

４
％
を
占
め
、
「
す
で
に
貸
し
て

い
る
、
ま
た
は
貸
す
た
め
の
手
続

き
に
入
っ
て
い
る
」
は
２･

８
％
、

「
所
有
し
て
い
る
生
産
緑
地
を
す

ぐ
に
貸
し
た
い
」
は
１
・
４
％
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
生

産
緑
地
の
貸
借
が
た
だ
ち
に
大
き

く
進
む
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
図

１
参
照
）

　

た
だ
し
、
「
所
有
し
て
い
る
生

産
緑
地
を
将
来
的
に
は
貸
し
た

い
」
（
３･

４
％
）
と
い
う
層
と
、

「
当
面
は
自
分
で
耕
作
す
る
が
、

将
来
は
貸
す
可
能
性
も
あ
る
」

（
６･

９
％
）
と
い
う
回
答
を
合

わ
せ
る
と
将
来
的
に
生
産
緑
地

を
貸
す
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

所
有
者
が
一
定
割
合
で
存
在
す

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

生
産
緑
地
を
貸
す
場
合
の
条
件

を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
最
も
多
い
回
答
は
「
相

続
発
生
時
な
ど
も
想
定
し
て
安
心

し
て
貸
せ
る
相
手
で
あ
る
こ
と
」

が
81
・
８
％
で
し
た
。（
図
２
参
照
）

　

ま
た
、
生
産
緑
地
を
借
り
入
れ

る
意
向
に
つ
い
て
は
「
借
り
る
意

向
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
が
、

「
都
市
農
地
の
貸
借
に
関
す
る
意
向
調
査
」
の
結
果
報
告
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東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子

研
修
農
場
の
令
和
３
年
度
入
講
式

が
４
月
14
日
に
（
公
財
）
農
林
水

産
振
興
財
団
の
講
堂
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

新
入
講
生
は
、
第
２
期
生
５
人

で
20
代
か
ら
40
代
の
男
性
３
人
と

女
性
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
事
長
挨
拶
に
続
い
て
研
修
生

か
ら
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
が
「
目
標
は
レ
ジ
ェ

ン
ド
農
家
に
な
る
こ
と
」
と
述
べ

る
と
、
「
代
々
繋
げ
る
畑
を
つ
く

る
」
「
全
て
自
分
の
意
志
で
決
定

す
る
農
業
こ
そ
が
や
り
が
い
」「
農

業
が
大
好
き
。
料
理
好
き
が
買
う

野
菜
を
つ
く
り
た
い
」
「
生
ま
れ

育
っ
た
地
元
で
自
立
の
姿
を
み
せ

た
い
」
と
決
意
表
明
が
続
き
ま
し

た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
東
京
農
業
の
厳

し
さ
を
諭
し
つ
つ
も
、
覚
悟
を

も
っ
た
選
択
を
激
励
す
る
祝
辞
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
後
の
就

農
へ
、
今
後
の
精
進
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
３
年
度
入
講
式
が
開
か
れ
る

東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王
子
研
修
農
場

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
令
和

２
年
度
の
貸
借
は
、
貸
付
12
件
・

面
積
４
・
３
ha
、
借
受
１
８
件
・

面
積
４
・
２
ha
で
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
創
設
さ
れ
た

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
５
年
ご

と
の
見
直
し
を
経
て
２
０
１
９

年
５
月
に
法
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

主
に
左
記
の
点
で
農
地
の
貸

借
が
行
い
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
「
集
積
計
画
一
括
方

式
」
と
い
う
手
続
き
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
町
村
段
階
で
貸

し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
後
、

機
構
）
が
作
成
を
要
し
て
い
た

「
農
用
地
配
分
計
画
」
が
不
要
と

な
り
、
都
の
同
意
を
前
提
に
市

町
村
が
作
成
す
る
「
集
積
計
画
」

の
み
で
機
構
へ
の
貸
付
と
転
貸

が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、
法
改
正
で
は
円
滑

化
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
一
方
、

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
区

域
は
「
市
街
化
区
域
以
外
の
区

域
」
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

法
改
正
に
よ
り
貸
借
が
進
む

令
和
２
年
度
農
地
中
間
管
理
事
業
の
状
況

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
対
象
と
な

る
地
域
は
都
内
で
は
10
市
町
村

か
ら
19
市
町
村
へ
と
拡
が
っ
て

い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
は
、
農

地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の
間
に

機
構
が
入
る
の
で
、
直
接
的
な

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で
き
て
安
心

で
す
。

　

ま
た
、
機
構
か
ら
農
地
を
借

り
受
け
る
こ
と
は
「
農
業
次
世

代
人
材
投
資
資
金
」
交
付
要
件

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
～
７
月
の
日
程

６
・
４ 

㈮ 

納
税
猶
予
制
度
実
務
研
究
会

６
・
11 

㈮ 

生
産
緑
地
法
制
度
研
究
会

６
・
16 

㈬ 

担
い
手
育
成
協
議
会
総
会

６
・
16 

㈬ 

通
常
総
会

６
・
16 

㈬ 

理
事
会

６
・
16 

㈬ 

常
設
審
議
委
員
会

６
・
18 

㈮ 

経
営
者
ク
ラ
ブ
総
会

６
・
23 

㈬ 

北
多
摩
北
検
討
会

６
・
25 

㈮ 

北
多
摩
南
検
討
会

６
・
29 

㈫ 

北
多
摩
西
検
討
会

７
・
１ 

㈭ 

区
内
検
討
会

７
・
６ 

㈫ 

西
多
摩
検
討
会

７
・
８ 

㈭ 

南
多
摩
検
討
会

７
・
16 

㈮ 

理
事
会

７
・
16 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

７
・
19 

㈪ 

台
帳
シ
ス
テ
ム
研
究
会

 

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者

の
公
的
代
表
機
関
で
あ
る
農
業

委
員
会
組
織
が
発
行
す
る
農
業

総
合
専
門
誌
で
す
。

　

農
政
の
動
き
、
農
地
制
度
、

税
制
な
ど
日
々
の
農
業
委
員
会

活
動
に
求
め
ら
れ
る
情
報
、
魅

力
的
な
農
家
の
取
り
組
み
な
ど

を
「
週
刊
」
と
い
っ
た
特
徴
を

活
か
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
一
人
ひ
と
り
が
、

情
報
の
受
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
農
業
員
会
活
動
の
理
解

醸
成
や
地
域
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
重
要
な
活
動
と
な
り
ま

す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
各
位
に
は
農
家
相

談
な
ど
を
通
じ
て
一
人
一
部
以

上
の
普
及
を
い
た
だ
く
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
（
月
４
回
発

行
・
年
間
８
４
０
０
円
）

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
・
普
及
し
ま
し
ょ
う
！

　

農
業
者
年
金
は
、
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
農
業
者
（
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

に
限
る
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
公

的
年
金
で
、
全
国
で
累
計
約

13
万
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能

に
な
り
都
市
農
業
者
に
お
い

て
も
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
政
策
支
援
加
入

の
要
件
（
経
営
継
承
）
を
満

た
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
５
月
か

ら
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加

入
者
で
あ
る
こ
と
を
要
件
に

加
入
年
齢
が
65
歳
に
引
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
月
額
２
万
～

６
万
７
千
円
の
間
の
１
千
円

単
位
で
自
由
に
設
定
・
変
更

が
で
き
ま
す
。
支
払
う
保
険

料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
の

控
除
と
な
る
節
税
効
果
の
高

い
公
的
年
金
で
す
。

　

申
告
主
の
方
は
、
加
入
し

て
い
る
世
帯
員
の
保
険
料
を

か
わ
り
に
支
払
う
こ
と
が
で

き
、
贈
与
税
の
対
象
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
会
に
お
い
て
は
、

農
業
者
年
金
の
周
知
、
加
入

推
進
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

農

業

者

年

金

の

加

入

推

進

を

！


